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研究成果の概要（和文）：本研究は、育児中の母親を支援するためのプログラムとして、乳児の泣きへの見極めを促す
ガイドラインの開発を目的とした研究である。泣きの見極め過程を提示したガイドラインを作成するにあたり、これま
でに母親がいつ頃どのように乳児の泣きのみきわめができていくのか、文献およびこれまでの調査データの分析結果よ
り明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to develop a guideline for mothers to enable them to dis
tinguish the meaning of the various cries of infants.
In order to determine when and how a mother could understand the meaning of an infant's cries, data was an
alyzed over a year, and a guideline was developed a view to ultimately developing a support program for mo
thers.
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１．研究開始当初の背景 

乳児の“泣き”は産声に始まり、その後数

カ月間は、乳児の内的情報（空腹、不快、甘

え等）を伝達するもっとも顕著な行動であり、

言葉を獲得する以前の時期においては、自ら

のニーズを伝達する重要な手段の一つであ

る。しかし、出生後 2～3 か月の間は、乳児

の咽頭・口蓋の解剖学的発達の特徴上、泣き

声から乳児のニーズを判別することは難し

い。特に育児が初めての母親にとっては、乳

児のニーズを適切に判断することは難しい。

乳児はニーズが満たされると泣き止むが、満

たされなければ泣き続けることになる。母親

は、乳児がなぜ泣くのか、その意味が分から

ず、泣き止まない児を前に自分の無力さを感

じるとともに、育児不安を募らせることとな

りうる。最近、問題となっている子どもの虐

待の原因に、児が泣き止まないことによる感

情抑制不足があげられている。児の泣き声は、

母親を引き寄せるものであるが、時にストレ

ス源ともなり得る。乳児の泣きに対して困難

感や不安を増大させることは、その後の育児

ノイローゼや虐待などの危険性につながる

可能性を秘めており、このような状況を予知

し、母親の育児困難感や不安軽減に貢献でき

る育児支援プログラムの開発が急務である。

そこで、母親が児の泣きの意味が何かを見極

めていく過程が明らかにし、それを提示する

ことにより、母親が自分自身の段階を把握で

き、余計な不安を抱かずに済むのではないか

と考え、本研究では、母親自身が泣きへの見

極めの段階を知ることのできるガイドライ

ンの作成に着手しようと考えた。 

 
２．研究の目的 
(1) 母親がいつ頃、どのように乳児の泣きの

見極めができていくのかを明らかにする。 

 

(2) 母親自身が活用できる乳児の泣きの見

極めに関するガイドラインを作成する。 

 

３．研究の方法 
(1) 目的 1.「母親がいつ頃、どのように乳児 

の泣きの見極めができていくのかを明らか

にする。」に対して 

①これまでに行ってきた研究代表者らの縦

断的な調査データを整理・分析し、泣きの見

極めに関する情報を抽出する。 

②いつ頃、どのような過程をたどるのかを

モデルとしてあらわす。 

 

(2) 目的２．「母親自身が活用できる乳児の 

泣きの見極めに関するガイドラインを作成

する。」に対して 

①ガイドライン作成のために、文献学習や

資料収集を行う（既存のガイドライン等を参

考にガイドラインの作成過程を学習する）。 

②文献学習およびこれまでの調査結果をも

とに、泣きの見極めのモデル化を行う。 

③母親が活用できるガイドラインの試作版

を作成する。 

 
４．研究成果 

研究代表者らが行ってきたこれまでの縦

断的な調査データを整理・分析し、以下の結

果を得た。調査は北陸地方の病産院にて正期

産児を出産した母親 763 名を対象に、生後

１ヶ月、生後 4～５ヶ月、生後１年時に縦断

的に自己記入式質問紙調査を行ったもので

ある。以下に述べる結果は、生後 1年時の調

査回答のあった251名の母親の分析結果であ

る。 

 

(1) 生後１年児をもつ母親が児の泣きに最

も困難を感じた時期 

出生時から生後 1年を振り返り、児の泣き

に対して、最も困難に感じた時期は、生後１

ヶ月が最も多く、出生後から２～３ヶ月頃ま

でが、初産婦、経産婦ともに多かった（図 1）。 

 

(2) 生後１年児をもつ母親が児の泣きの意

味が分かるようになった時期 
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図2． 泣きの意味が分かるようになった時期
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図１． 児の泣きにもっとも困難を感じた時期
（重複回答）

泣きの意味が分かるようになった時期は、

初産婦、経産婦ともに個人差が大きく、経産

婦では出生直後からと回答している母親が

最も多かったが、初産婦は経産婦より遅い傾

向にあり、7～８ヶ月頃と回答した母親が最

も多かった（図 2）。 

 

 

(3) 泣きの見極め過程 

以上の結果からわかるように、乳児の泣き

の意味の見極めが出生後から２～３ヶ月頃

までは極めて困難であることや、泣きの意味

が判明し、困難を感じなくなるまでには半年

以上（７～８ヶ月頃）を要し、中には生後１

年を経ても乳児の泣きに戸惑う母親が２割

程度存在していたことが明らかとなった。こ

のことは、生後１年頃でもすべての“泣き”

に対して、見極められるというわけではなく、

時には泣きの意味が分からないこともある

ということを示すものである。これらの結果

は、育児中の母親を支援していくうえで重要

な示唆が得られたと考える。 

 

(4) ガイドライン試作版に向けてと今後の

展望 

今回の示唆は、出生直後から生後一年まで

縦断的に追跡した母親からのデータをもと

に分析したものであり、とても貴重である。

母親が児の泣きの意味が分かるようになっ

ていく過程を母親が見てわかりやすいもの

となるよう検討を続けた。既存の資料をもと

に試作を続けている。このモデル化により、

母親がいつの時期は、泣きの意味が分からな

くても自分だけがわからないのではなく、多

くの母親も同じように経験していることだ

とわかることで安心につながると思われる。

また、いつ頃になると、泣きの意味が分かる

ようになるという見通しが立てやすくなり、

泣きに対しての戸惑いや困難さから引き起

こされる育児不安の解消、予防に貢献できる

ものと考える。 

今後、地域で活動している助産師の協力の

もと、泣きの見極め過程を提示したガイドラ

インが、母親が実際に活用できるものになっ

ているか、ガイドラインの提示方法、時期、

および追跡方法などを検討し、育児支援プロ

グラム案を作成し、ガイドラインの有効性を

検証する予定である。 
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